
　　　　　

6白馬議会だより　127号　平成31年 1月31日

質
疑
・
討
論
・
発
議

議
案
65
号 

工
事
委
託
に
関
す
る
変
更
協
定
の
終
結

陳
情
第
８
号　
「
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
見
直
し
」に
あ
た
り
原
則
１
割
負
担
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

議
案
第
71
号 

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

12
月
15
日（
土
）
に
白
馬
村
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
披

露
式
典
と
村
民
自
由
参
加
の
内

覧
会
が
行
わ
れ
た
。
概
要
は
総
事

業
費
９
億
２
０
７
１
万
円
で
、内

訳
は
設
計
管
理
２
７
６
６
万
円
、

本
体
建
設
費
8
億
１
５
３
４
万

円
、
厨
房
・
事
務
用
品
・
車
両

費
等
４
７
４
７
万
円
、
用
地
費

３
０
２
３
万
円
。

財
源
内
訳
は
、
国
か
ら
の
交
付

金
は
４
９
２
０
万
円
、
地
方
債

6
億
１
６
２
０
万
円
、
基
金
か

ら
４
５
０
０
万
円
、
一
般
財
源

2
億
1
０
３
０
万
円
余
り
。

施
設
の
特
徴
は
、
雑
菌
の
繁
殖

を
抑
え
た
水
が
飛
散
し
に
く
い
構

造
と
し
た
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
採
用
。

食
材
の
下
処
理
や
調
理
エ
リ
ア
が

明
確
に
区
分
さ
れ
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
の
専
用
調
理
室
も
備
え

て
い
る
。
中
学
校
と
接
続
し
、
調

理
員
と
生
徒
の
相
互
の
顔
が
見
え
、

食
育
環
境
に
も
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

子
供
た
ち
か

ら
募
集
さ
れ

た
イ
ラ
ス
ト

入
り
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
コ
ン

テ
ナ
車
が
、

南
北
小
学
校

へ
配
食
す

る
。

反
対
討
論�

伊
藤
ま
ゆ
み�

議
員

村
長
の「
宿
泊
税
あ
り
き
で
は

な
い
」と
の
弁
に
も
関
わ
ら
ず
、財

源
検
討
委
員
会
で
は「
宿
泊
税
以

外
の
方
法
を
検
討
す
る
と
し
な
が

ら
も
、
宿
泊
税
に
誘
導
す
る
こ
と

が
あ
り
あ
り
だ
っ
た
」と
い
っ
た

感
想
を
抱
か
せ
た
。
住
民
は
ま
す

ま
す
行
政
に
不
信
感
を
募
ら
せ
る
。

財
源
が
な
い
な
ら
知
恵
を
集
め

た
の
か
、ズ
ク
を
出
し
た
の
か
。
そ

う
い
っ
た
こ
と
も
せ
ず
に
、報
酬
・

給
与
を
増
額
す
る
こ
と
に
ど
う
説

明
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
。

言
葉
が
な
い
の
で
反
対
。

反
対
討
論�

田
中
榮
一�

議
員

陳
情
の
趣
旨
は
十
分
理
解
。
高
齢
化
社
会
を
迎
え
日
本

の
国
民
皆
保
険
制
度
は
世
界
に
誇
れ
る
制
度
だ
が
、持
続

可
能
な
制
度
で
あ
る
の
か
不
安
な
の
が
現
実
。

厳
し
い
生
活
環
境
下
で
保
険
料
を
負
担
し
て
い
る
現
役

世
代
か
ら
の
、健
康
保
険
に
対
す
る
厳
し
い
声
が
あ
る
こ
と

は
周
知
の
通
り
。
こ
の
制
度
が
破
綻
し
な
い
た
め
に
は
、ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
皆
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
意

見
書
案
は
そ
の
部
分
の
文
言
が
不
足
し
て
い
る
の
で
反
対
。

提
出
者�

田
中
榮
一�

議
員

地
球
温
暖
化
傾
向
に
あ
る
昨
今
、
12
月
中
旬

に
な
っ
て
も
降
雪
に
恵
ま
れ
ず
オ
ー
プ
ン
で
き

な
い
ス
キ
ー
場
が
今
年
も
本
州
で
数
多
く
存
在

し
、
降
雪
機
に
よ
る
雪
づ
く
り
が
必
須
条
件
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ス
キ
ー
産
業
も
日
本
と
同
様
に

雪
不
足
に
悩
ま
さ
れ
、降
雪
機
に
頼
っ
て
い
る
。

近
年
、少
子
高
齢
化
社
会
の
訪
れ
は
ス
キ
ー

人
口
の
減
少
を
招
き
、村
経
済
に
と
っ
て
大
き

な
痛
手
で
あ
っ
た
が
、国
の
観
光
施
策
で
あ
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
に
よ
り
明
る
い
日
差
し
が

見
え
て
き
て
い
る
。

し
か
し
温
暖
化
に
よ
る
近
年
の
雪
不
足
で
、

住
民
は
不
安
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

気
温
さ
え
下
が
れ
ば
雪
づ
く
り
が
可
能
な
降
雪

機
の
設
置
で
、地
域
経
済
に
及
ぼ
す
効
果
は
計

り
知
れ
な
い
。

村
内
事
業
者
の
ほ
と
ん
ど
が
降
雪
機
を
導
入

し
て
い
る
が
、機
械
の
老
朽
化
・
必
要
と
さ
れ
る

標
高
の
高
い
箇
所
へ
の
設
置
等
に
は
更
な
る
高

額
の
投
資
が
必
要
で
、二
の
足
を
踏
ん
で
い
る

の
が
現
状
。

降
雪
に
一
喜
一
憂
し
な
い
安
定
し
た
観
光
振
興

に
よ
る
地
域
経
済
活
動
は
、ス
キ
ー
産
業
に
携
わ
る

誰
も
が
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
住
民
の
願
い
。

国
に
対
し「
降
雪
機
を
新
設
す
る
企
業
に
対
す

る
国
庫
補
助
金
の
創
設
」を
要
望
。

賛
成
討
論�

加
藤
亮
輔�

議
員

内
閣
府
の
調
査
で
は
、65
歳
以
上
の
高

齢
者
世
帯
の
年
間
所
得
は
３
０
０
万
５
千

円
。
貯
蓄
現
在
高
は
２
４
９
９
万
円
。
一

方
、「
下
流
老
人
」の
著
者
藤
田
孝
典
氏
は

65
歳
以
上
の
相
対
的
貧
困
率
は
22
％
、特

に
単
身
高
齢
者
女
性
世
帯
で
は
5
2
·

３
％
と
高
く
、今
後
９
割
が
貧
困
化
す
る

と
警
鐘
。

公
的
年
金
の
受
給
額
が
毎
年
減
少
し
、

高
齢
者
の
生
活
保
護
受
給
者
は
88
万
世
帯

で
、
受
給
世
帯
全
体
の
約
半
数
。
10
月
に

消
費
税
は
10
％
に
引
き
上
が
る
予
定
。
１

割
負
担
の
継
続
が
で
き
る
よ
う
な
税
金
の

使
い
方
を
す
べ
き
と
考
え
賛
成
。

�
質
疑�
加
藤
亮
輔�

議
員

問
１
億
８
千
３
百
万
の
う
ち
、約

30
％
の
５
千
３
百
万
円
の
減
額
だ

が
内
容
は
。

答
当
初
、監
視
制
御
設
備
を
遠
隔
操

作
の
設
計
と
し
た
が
、施
設
ご
と
の

制
御
方
式
に
変
更
し
た
た
め
、ソ
フ

ト
制
作
費
用
及
び
消
費
税
等
で
減

額
と
な
っ
た
。

問
課
内
で
当
初
予
算
、変
更
等
を
精

査
す
る
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
か
。

答
今
回
の
更
新
は
、異
例
の
パ
タ
ー

ン
で
補
助
金
申
請
が
先
で
そ
の
後

実
施
設
計
を
行
う
流
れ
に
な
っ
た
。

問
当
初
の
計
画
を
変
更
し
た
が
支

障
は
な
い
か
。

答
モ
ニ
タ
ー
監
視
は
事
務
室
で
行
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。支
障
は
な
い
。

待望の学校給食センター、ついに完成！

発
議
3
号　

降
雪
機
を
設
置
す
る
企
業
に
支
援
を
求
め
る
意
見
書


